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Development of omni-directional directional detectors (FRIE) 
(2) Imaging algorithms using inverse problem analysis. 
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本発表では、シリーズ発表の 2 番目として、1 辺が 12mm の正四面体形状の検出器 16 個で構築された FRIE

検出器を用いた放射線測定における、逆問題解析を用いたイメージングアルゴリズムについて紹介する。 
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1. 緒言 

FRIE 検出器は、あらゆる方向から入射する放射線に対して、同等の感度を有するとともに、個々の検出器

の応答特性の違いから放射線の飛来方向を特定する放射線検出システムである。本発表では FRIE の特性を

生かした、放射能分布イメージングを行うための新たな逆問題解析アルゴリズムを紹介する。逆問題アルゴ

リズムには Map-EM を応用した手法を採用し、各検出器の感度差から方向ベクトルをアルゴリズムに取り入

れることにより高精度化を実現した。シリーズ発表の 2 番目として、FRIE の検出シミュレーションをもとに

γ線イメージングを再構成した結果について報告する。 

2. 解析方法 

解析には Map-EM に各検出器の感度差から作成した方向ベクトルを加味した手法（DV-EM）を用いた。

PHITS を用いたシミュレーションを用いて、DV-EM による放射能分布の推定精度を評価した。方向ベクトル

を加味した DV-EM と、方向ベクトルを加味しない手法で解析を行い、各推定結果を比較評価した。 

3. 結果と考察 

Fig.1 は二つの点線源位置と放射能強度を、逆問題解析を使用して推定した結果である。Fig.1 に示すよう

に、方向ベクトルを加味した解析（DV-EM）では、加味しなかった場合に比べて、二つの点線源をより弁別

できるようになった。発表では、より定量的に推定結果を評価した結果を示す予定である。 

 
Fig.1 逆問題解析を用いて放射能分布を推定した結果 
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